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ロセッサー 7 T18を用いた。脳波の加算回数は20回とした。 4 呼吸に 1 回の頻度で吸気相のみニオイガスを投与した。




オープン法およびプラスト法のいずれの刺激方法においても頭頂部付近 (Pz ， Fz) において最も明瞭な誘発脳波
が得られた。オープン法で得られた誘発電位は陰性波 (N 波)と陽性波 (P 波)から構成される 2 相性を示した。





N 1, P 1 の早期成分のみが認められた。嘆神経芽細胞腫により嘆粘膜除去後の症例に対してスカトールを用いて，
H臭覚誘発電位の測定を行った。得られた誘発脳波は N 1, P 1 の 2 成分のみより構成され，正常者にニオイガス刺激
を行った場合に出現する N2 ， P2 の各ピークは認められなかった。正常者の嘆裂部に無臭エアーを吹き付けた際に
得られた波形と類似する波形であった。感冒に伴ってH臭覚・味覚低下を来たした症例に対してニオイガス刺激を行っ
た。治療前の誘発脳波は， N l， P1 のみが認められた。治療後は N 1, P 1 に加えて， N2 , P2 の各成分も認め
られた。以上より，早期成分である N 1, P 1 は，ニオイガスあるいは無臭空気が鼻腔内に吹き付けられることによ













虜と共にH臭球及び，嘆粘膜を手術的に除去した症例に対して鼻腔内に内径 2 mmのテフロンチューブを約1. 5cm，嘆裂
部方向に挿入し，アミルアセテートをブラスト法(吹き付け法)にて投与してH臭覚による誘発電位の測定を行い，こ
れを無臭空気を同じくプラスト法にて鼻腔内に投与した結果誘発される三叉神経誘発電位と比較したものである。そ
の結果ニオイ刺激により得られた誘発電位は N l， P1 , N2 , P2 の 4 つの成分から構成された。無臭空気を投与
した際は， N l, P1 の早期 2 成分のみが認められた。 嘆球及び，嘆粘膜を手術的に除去した症例より得られたニオ
イガス刺激による誘発電位は， N l, P1 の 2 成分のみより構成され，正常者の嘆裂部に無臭空気を吹き付けた際に
得られた波形と類似であった。以上より， N l, P1 は，ニオイガスあるいは無臭空気が鼻腔内に吹き付けられるこ
とにより生じた三叉神経系由来の成分であることが明らかとなった。一方， N2 , P 2 は，ニオイ刺激が加わった際
にのみ認められたことより， D臭覚刺激により特異的に出現する成分であると結論した。このように本研究は，誘発反
応を用いることにより， D臭覚障害患者の診断を正確かっ客観的に行いうる可能性を示し臨床的に非常に有用な診断
法を確立したもので，学位に値するものと評価する。
